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作製：令和　５年１１月２０日
１／２５０縮　　尺

土地の所在

合併浄化槽

２

最終桝に向けて整地すること。
※法面は３０°以下の勾配で整地する。

鉄筋構造物２４Ｎ／ｍｍ

２

２

※グレーチングは１４ｔ荷重以上を使用。

※管が交差する箇所は、クリアランスを１０ｃｍ以上確保する。
※擁壁の伸縮目地厚は１０ｍｍとする。

※伸縮目地の設置間隔は１０ｍを基準とする。
※擁壁は地盤支持力を確認して施工すること。

※宅地の水および土が道路に流出しないように盛土勾配は

※コンクリート強度は無筋構造物１８Ｎ／ｍｍ

※重力式擁壁の載荷重は３．５ｋＮ／ｍ　以下とする。
※ガッター桝から本管への接続は、ＶＵ管１５０φを使用。

※開発協議の対象は、最終桝から一次放流先まで。
※予定建築物：一戸建ての住宅。

宅地１・２はＶＵ管１５０φにてＶＳ側溝に接続する。勾配は１．０％とする。

：量水器

：宅内雨水最終マス
【泥だめ１５０ｍｍ確保、３５０Φ】

※各宅地からの排水は合併浄化槽にて処理し排水すること。

【引込ＰＰ２０φ】

※宅地排水管の土被りは２０ｃｍ以上確保すること。

（土被り６０ｃｍ未満は要管保護）

凡　例

街渠桝Ｌ型側溝

※道路横断部におけるＶＳ側溝は「横断用」を使用する。

※開発道路内には電柱を設置しないこと。

高松市国分寺町福家字下日名代甲２７９７－１の一部及び地先市道

Ｎ

宅地面積合計 　８１５．５５㎡

拡幅道路面積 　３７．２９㎡
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※本開発区域に隣接して本開発許可の完了公告日からみなし年数以内に開発行為を行う
場合及び本開発区域内の公共施設を変更する場合は、建築指導課と協議すること。

宅地３は重圧管１５０φにて水路に接続する。勾配は１．０％とする。
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